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令和３年度 第１０回人事委員会 会議結果 

 

一 日 時     令和３年９月３日（金） 午前９時４０分から１０時２５まで 

 

二 場 所     人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 

 

三 出席者 

１ 人事委員   委 員 長  小 松 哲 也 

委  員  上 田 博 久 

         委  員  中 本 久美子 

２ 事務局職員  事務局長  川 本 晴 彦  次長兼任用課長  前 田 俊 和 

給与課長  川 口 豊 長  主     幹  尾 田 聡 子 

係  長  米 田 康 孝   係     長  足 立 陽 子 

係  長  山 口 玲 夏 

※新型コロナウイルスの感染防止の観点から、事務局職員の委員室への入室は説

明者など必要最小限の人数とし、必要に応じて隣室（執務室）から呼び出す形

で対応 

３ 傍聴者    なし 

 

四 議 題 

報告第１号 ２０２１年度給与勧告等に関する要求書について 

報告第２号 職員からの苦情相談について（事案番号３年－１号） 

 

五 議 事 

議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、報告第１号は公開、報告第

２号は非公開とすることについて全員の合意を得た。 

 

◇報告第１号 

２０２１年度給与勧告等に関する要求書について、事務局が説明した。 
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【説 明】 
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【質疑等】 

委  員：報道によると人事院が、これまで「ひとごと院」と揶揄されてきたのが新総裁を迎え、この

度の勧告も具体的な内容で量的にも増えたとのことである。 

     このような国の動向も踏まえ、やはり真摯に、一歩でも前を模索していく姿勢が大切と、改

めて襟を正す思いである。 

事 務 局：人事院はこれまで長時間労働やハラスメントについて「見て見ぬふり」をしてきた部分が結

構あったように感じる。 

新総裁がそれではダメだということをハッキリと打ち出され、政府との意見交換会等も行わ

れることとなったので、可能なことは上手に取り入れていきたい。 

委  員：国はパソコンの操作時間で職員の勤務時間を管理することも検討しているようだが、鳥取県

庁ではそのような管理は難しいのではないかなど、国と県で違うところもあるとは思う。 

 

事 務 局：あとはハラスメント対策の徹底。組合からは任命権者の指導を求められるが、「やってくださ

い」、「やっています」では何も変わらない。 

報告第２号でもお話しするが、個別の案件に人事委員会が関わっていって、注意喚起や改善

を求めることを繰り返すしかないかと感じている。 

総論では言葉のやり取りになってしまうので、個別の事案でやっていかなくては変わらない

かと思っている。 
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委  員：個別事案への対応が「けん制」にもなる。 

事 務 局：職員、任命権者ともにそのような意識が出てくれば対応していく意味があると思う。 

委  員：一つ一つの事例に当たることで、イメージができていくといいと思う。 

 

委  員：人事院に強力に「積極的にやりましょう」という姿勢を打ち出していただけるのは県として

も望ましいと感じる。 

県の人事委員会が単独でがんばることもできなくはないが、力不足や「エネルギーロス」も

ある。 

地方も動く気概や問題意識は持っているので、いわば「大本」である人事院にしっかり姿勢

を打ち出していただければ「それならば」となるし、そうなればやるべきこともある。 

そういうところを人事院が見せてくれるとありがたいと感じる。 

委  員：国が大きく変わってくれることはありがたいこと。本来国の姿勢に関わらずやらなくてはい

けないことはやらなくてはいけない、ということはあるが、今後とも注目していきたい。 

 

◇報告第２号 

職員からの苦情相談（事案番号３年－１号）について、事務局が説明した。 

 

六 次回人事委員会の開催 

  令和３年９月１０日（金）午前９時４０分から開催することとした。 


